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1 ３
　　救急救命講習会
　　５月27日（金）、５、６年生を対象
に救急救命講習会を実施しました。当
日は中芸消防署員の方を講師に心肺
蘇生法とＡＥＤの使用手順について
指導を受けました。救急救命活動は災
害時はもちろん、平常時にも直面する
可能性があります。すぐ対応できるよ
うになることは困難ですが、少しずつ
知識と技能を習得していきたいです。

2

　　交通安全教室
　　５月31日（火）、交通安全教室を
行いました。１～３年生は交差点の安
全な渡り方を、４～６年生は自転車の
正しい乗り方を練習しました。子ども
たちが交通事故に遭わないよう、交通
安全指導をしっかり行ってまいりま
す。地域の皆さまも交通マナーの悪い
児童を見かけましたら、ご指導をお願
いいたします。

3

　　小学校避難訓練
　　突然起こる地震などの災害に対
応するため、全校児童で避難訓練を実
施しました。児童は先生の指示に従
い、運動場に避難し、１年生は防災ず
きんをかぶり避難しました。今回の訓
練では、避難開始から全校児童避難完
了まで１分27秒と迅速に対応するこ
とができました。

1

小学校

校学
通信

5

２

　　地震対応避難訓練
　　５月27日（金）、近い将来発生が
予想される南海地震を想定して避難
訓練を実施しました。また、避難訓練
後は防災学習を実施し、防災意識を高
めるとともに人命の大切さを学びま
した。

4
　　歯科保健指導
　　５月31日（火）、歯科保健指導を
行いました。近頃は子どもの噛む力の
低下が問題となっています。中学校で
はそしゃく力テストガムを用いて噛
む力を調べたり、染め出しを行い歯み
がきの不十分な箇所をチェックしま
した。また、歯肉炎予防の指導を行い
ました。

5中学校

4
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　日本ではあまりなじみがな

いものの、キリスト教でもっ

とも重要な行事はクリスマス

ではなく、実は「イースター」

　（Easter）　だと思います。

キリスト教で、十字架に架け

られたイエス・キリストが数

日後に復活したとされている

復活を祝う祭りで、キリスト教最古の儀式です。

　イースターは毎年日付が変わる移動祝祭日で、「春分

の日の後の、最初の満月の次の日曜日」と決められ、具

体的には３月２１日から４月２４日の間であります。クリ

スマスと言えばクリスマスツリーですが、イースターと

言えば「イースターエッグ」です。イースターエッグは

伝統的に生命や復活を象徴するもので、エッグの殻に鮮

やかな彩色を塗り、美しい包装をしたゆで卵を出す習慣

であります。近年では卵だけでなく、卵をかたどったチョ

コレートも広く用いられています。エッグは、「イース

ターウサギ」（Easter rabbit）が運んできたとされ、子だ

くさんのうさぎは昔から、繁栄・多産のシンボルでした。

　復活祭は国や地域によって日付とお祝いの習慣が違っ

ていて、オーストラリアでは復活祭の時には庭や家のあ

ちこちにイースターエッグを隠して、子どもたちに探さ

せる楽しいゲームを行います。北川村では、今年も復活

祭に関するアートコンテストを行いました。

　今回のイースターアートコンテストに参加してくれた

すべての子どもたちに感謝いたします。子どもたちの塗

り絵はカラフルでとても個性的で、イースターの象徴で

ある生命や復活がよくあらわれていて、心から楽しめる

作品ばかりでした。中でも特に素敵な作品だった子ども

たちには、イースター

エッグとウサギチョコ

レートを特別賞として

プレゼント、また、参

加してくれた子どもた

ち全員に、参加賞とし

てイースターしおりを

用意しました。

　来年もぜひ参加して

ください !!

ア ン ジ ェ ラ ・ チ ェ ン国 　 際
交 流 員

2011年 Happy Easter2011年 Happy Easter

アートコンテストアートコンテスト
2011年 Happy Easter2011年 Happy Easter

アートコンテストアートコンテスト
2011年 Happy Easter

アートコンテスト

小学校で展示して
いる作品

★イースターエッグとウサギチョコレー
トをプレゼント

優秀作品
　1、2年生の塗り絵は、「Happy イースターエッグ」

３
、４
年
生
の
塗
り
絵
は
、

「
イ
ー
ス
タ
ー
エ
ッ
グ 

バ
ス
ケ
ッ
ト
」
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か き

　６月８日・９日とフランスで「高知県産柚子賞味会」
が開催され、高知県やＪＡ等関係者が渡仏しました。
　今回の柚子賞味会は高知県がフランスでの高知県産柚
子の消費拡大販路開拓とＰＲを兼ねて企画しました。
　フランスでは近年日本の柚子がブームになっており、
フランス料理のシェフを中心に消費が伸びており、マカ
ロンやチョコレート等に柚子が多く使われ始め、注目さ
れる食材の一つとなっていました。しかしながら、フラ
ンス国内で売られている柚子製品は徳島や和歌山、大分
産が多く、高知県産柚子はほとんど出回っていない状況
でした。
　今回の賞味会はパリの二つ星レストラン「サンドラン
ス」を借り切り、フランス料理のシェフやパティシエ、ショコラティエ（チョコレート職人）、ジャーナリスト、計
１５０人を招待して、高知県産柚子を使ったフランス料理のフルコースを提供し、柚子の使い方や香りを知らせるこ
とにより、フランスでの高知県産柚子と普及と口コミによるシャワー効果を狙って開催されました。

　料理を提供するのは「サンドランス」のシェフ：ジェロームバ
ンクテル氏と日本を代表するフランス料理のシェフ：熊谷喜八氏
がフルコース料理を提供しました。ジェローム氏は「鱈の柚子皮
刺し、牡蛎の出汁と白アスパラガスの柚子ジュレ添え」を。熊谷
氏は「シャラン産鴨の柚子胡椒と緑柚子」等、二人で１０品を提供
しました。
　今回の招待者の中には、ミシュランの星付きレストランのシェ
フやフランス国内で数少ない国家最優秀職人章（日本でいう人間
国宝）を受けたパティシエやショコラティエ等、普段では滅多に
顔を合わせることのないメンバーが集まりました。熊谷氏曰く、

「もう２度とそろうことのないメンバーが集まった」というぐらい豪華なメンバーがそろいました。
　賞味会は、「サンドランス」のオーナーシェフ　ア
ラン・サンドランス氏の挨拶から始まり、終始和やか
な雰囲気の中進み、各テーブルから笑い声や楽しそう
な会話（フランス語が分からないので何を言っている
か分かりませんが…）があふれていました。
　招待者からは「柚子の農薬検査はどのようにおこ
なっているのか」「どれくらいのロットをそろえるこ
とができるのか」「柚子の苦みを取り除くことはでき
ないか」等という質問の他に、原発事故に関する質問
や放射能検査に関する質問が多く聞かれました。
　その中で、「ミショウユズ　キタガワ」という言葉
が招待者から聞こえた時は「実生ゆず＝北川村」が知

高知県産柚子賞味会 in フランス高知県産柚子賞味会 in フランス高知県産柚子賞味会 in フランス

レストラン「サンドランス」

賞味会の料理スタッフ



�
�

�
�

�

られ始めていることに驚きとともに嬉しく思えました。
　フランス語が理解できない私でも、招待者の皆さんが笑顔で握手を求めてくるのを見て、「高知のゆず」そして「北
川村のゆず」が世界に受け入れられると自信を持ちました。　
　この賞味会の合間に、高級食材店やデパートの食品売り場の市場調査も実施しました。
　高級デパート「ギャラリーラファイエット」の食品売り場には日本
の大手メーカーのポン酢等が販売されていましたが、国内よりもはる
かに高値で販売されていました。また、同デパート内に店を構える「サ
ダハル　アオキ」のスイーツショップでは柚子を使ったマカロン
（３．５ユーロ：４２０円）やチョコレート（１ユーロ：１２０円）が販売さ
れており、多くの来店者が集まっていました。また、高級食材店「ル・
ボン・マルシェ」では徳島県木頭産の柚子果汁３００襁（３０ユーロ：
約３，６００円）が販売されており、高知県産の柚子製品は見当たりませ
んでした。
　このほか、日本食専門店や韓国系の食材店でも、大手メーカーのポ
ン酢や徳島県産の柚子果汁や、岡山県産の柚子酒等が販売されていま
したが、残念ながら高知県産は柚子陳皮（売り切れ）が販売されてい
ました。
　市場調査時にも販売員からは「今フランスでは、柚子がブームなん
ですよ。フランス料理のシェフからの問い合わせも多くあります」と
いう言葉があり、フランス全体に柚子が浸透し始めていることを確信
し、帰路に就きました。　　　　　　　（北川村産業建設課　浜渦隆司）

高知県産柚子賞味会 in フランス

日本食専門店で販売されていた徳島県木頭産
柚子果汁

　こんにちは。最近各地で「ウォーキングツアー」が人気です。
北川村でも観光協会とＪＲ四国が共同企画をして、５月に初め
て「地元ガイドと行く。北川村を巡るツアー」を開催しました。
モネの庭を散策後、野川から柏木の中岡慎太郎生家までの約
４袰をウォーキング。その後は温泉で昼食。昼食後は小島橋を
渡って不動の滝までウォーキング。最後は温泉に入ってゆっくり疲れを癒やして帰途に就いていただく、とい
う日帰りツアーです。全行程をガイドが一緒に歩きながら、北川村のこと、中岡慎太郎のことなど、興味を持っ
てもらえるように工夫しながら、楽しくご案内したことでツアー終了後のアンケートではご満足してくださっ
た様子がうかがえる感想を多くいただいて、とても嬉しく感じました。地元の人ならではの北川村情報を聞い
てもらいながら、じっくり歩いて村内を見てもらうと、より北川村の魅力を知っていただけるような気がしま
す。今後もプランを練って「地元ガイドと行く」ウォーキングツアーを企画していきたいと思います。村民の
皆さまに“ ガイド ”としてご協力をいただけたらとても嬉しいのですが…いかがでしょうか？　またあらため
て皆さまにお声がけをさせていただきますのでその際にはぜひ、ご協力ください！

観光協会からのお知らせ観光協会からのお知らせ
志国高知 龍馬
ふ る さ と 博
PRキャラバンに参加
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１．ゆずの郷中岡慎太郎小島頌徳碑建立100周年記念祭を行う
　５月２１日（土）、北川村温泉前と小島集会所を会場にして、中岡慎太郎小島頌徳碑建立１００周年記念祭を行いま
した。当日は、雨空にもかかわらず、約１２０人の方々のご参加があり、盛大に記念祭を行いました。

（１）頌徳碑建立１００周年記念式典
　頌徳碑建立１００周年記念式典は、午後１時１０分から北川村温泉前の中岡先生頌徳碑前で行いました。祭主祭
辞では、大西学会長が「中岡慎太郎先生のおかげで私たちの先祖が生き延び、私たちがここにいる。私たちも碑
を祭り、守り、後世に伝えていきます」と、述べました。
　引き続いて、中岡慎太郎先生顕彰会会長、和田地区代表、小島地区代表、平鍋地区代表、北川村村長、北川
村議会議長とホテルなはり社長が玉串ほうてんを行いました。

（２）記念講演、ライブコンサートと、大懇親会
　会場を小島集会所に移して、中岡慎太郎先生顕彰会の尾﨑雅洋さんの講演「小島頌徳碑のいわれと中岡慎太
郎先生の功績」、歌手・大林幸二さんの「中岡慎太郎伝・維新の若虎」ＣＤ完成記念のライブコンサートがあり、
８５人の出席者による大懇親会を行い、中岡慎太郎先生の功績、小島頌徳碑のことやなつかしい昔話等に会話が
弾みました。

参加者の感想
　小島頌徳碑建立１００周年記念式典をやって良かった。今後とも後世に語り継いでいきたい。講演は、写真が多
く使用されて話がよく分かった。
　歌手・大林幸二さんの「中岡慎太郎伝・維新の若虎」の歌は良かった。歌の歌詞が特に良い。
　北川村のＰＲにもなるので、ぜひヒットをしてほしい。

北川村・前田さん

ライブコンサート 大懇親会 会場の後片付け

会場作り 頌徳碑建立100周年記念式典 記念講演

中岡慎太郎先生顕彰会だより
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３．生家周辺の「観光ボランティアガイド」を行います

　中岡慎太郎先生顕彰会は、生誕地を訪れる方々に中岡慎太郎
先生について理解を深め、より中岡先生の「生き方」にふれて
いただき、北川村の応援団になっていただこうと、会員がガイ
ドを研修し、６月から案内をご希望の方には、生家周辺のガイド
を行っております。

２．生家、中岡慎太郎館周辺、遺髪墓地と島村策吾顕彰碑等の清掃活動を行う
　昨年のＮＨＫ大河ドラマ「龍馬伝」で中岡慎太郎先生役に上川隆也さんが出演した反響や動乱の時代に見通しを
持って活動した中岡先生に生き方を学ぼうとする方々もあって、４月以後も、柏木の中岡慎太郎先生生誕地を訪れ
る方々が多くいます。
　中でも関東、九州や近畿地方等県外からの方がたくさんお出でくださっています。
　中岡慎太郎先生顕彰会では、訪れた方々に気持ちよく見学していただこうと作業当日は雨天でしたが、生家、中
岡慎太郎館周辺、遺髪墓地と島村策吾顕彰碑等の清掃活動を、５月２８日に会員１０人が約３時間かけて行いました。

遺髪墓地の清掃 生家への道路草刈り 顕彰公園掃除

階段の掃き掃除 巻の淵展望所草刈り 島村策吾碑周囲の草引き

　問い合わせ　

　中岡慎太郎先生顕彰会事務所

　☎ 38－2413

中岡慎太郎先生顕彰会だより
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献血
　ありがとうございました！
　　５月２０日（金）に行われた献血では２４人の方に76００ｍｌの献血をしていただきました。
　皆さまご協力ありがとうございました。
　　次回献血は平成２３年１２月２日（金）に実施いたします。

　高知県では、農業の担い手を確保し、産地や農村の維持発展を目的に、「都会で学ぶこうちアグリスクール」を昨
年度から取り組んでいます。関西地区にお住まいの本県出身者で、「将来、高知県に帰って就農しよう」とお考えの人に、
農業の基礎的な内容の講義や先輩就農者の体験談（スクーリング）などを通じて、就農に向けたお手伝いをさせて
いただきます。
　高知県で就農を考えているお子さんやご親戚、ご近所のお知り合いの人がいらっしゃいましたら、関係パンフレット
及び募集案内を送らせていただきます。下記の問い合わせ先までお知らせください。

こうちアグリスクール研修生募集こうちアグリスクール研修生募集！　～都会で学ぶこうち農業技術研修～～都会で学ぶこうち農業技術研修～こうちアグリスクール研修生募集！　～都会で学ぶこうち農業技術研修～

○開催時期、場所　
　大阪会場（新大阪丸ビル新館）
　　７月２３日～１０月２２日
　東京会場（東京農業大学　校友会館）
　　９月３日～１１月２６日
○研修内容
　・高知県が取り組む環境保全型農業
　・野菜・果樹・花き栽培の特徴
　・土壌と肥料、病害虫の発生
　・就農支援制度など

○募集人員　２０人
○費　　用　研 修 料　４，８００円
　　　　　　教材費等　５，０００円
　
詳しくは、下記まで。
　高知県立農業大学校教育課　 　   ０８８（８９２）３５７１
　高知県立農業大学校研修課 　　   ０８８０（２４）０００７
　高知県農業振興部環境農業推進課
　　　　　　　　　　　　　　 　   ０８８（８２１）４５３２
　安芸農業振興センター　　 　　   ０８８７（３４）０１３８

年・金・だ・よ・り

国民年金保険料の免除制度
　国民年金には、経済的な理由などで保険料を納めることが困難な場合、申請をして承認されると、保険料の
納付が免除される申請免除制度があります。
　申請免除制度には、保険料の全額が免除される全額免除と、保険料の一部を納付し、残りの保険料が免除さ
れる一部納付があります。一部納付には、４分の１納付、半額納付、４分の３納付の３種類があります。
　本人・配偶者・世帯主の前年の所得が一定額以下の場合に、全額免除または一部納付が承認されます。
　また、退職（失業）を理由とした特例免除制度もあります。特例免除は、申請する年度または前年度におい
て退職（失業）の事実がある場合に対象となり、失業された方の所得を除外して免除の審査を行います。
　
　詳しくは、お住まいの市町村役場の国民年金担当窓口、またはお近くの年金事務所国民年金担当課までお問
い合わせください。
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風

散布圃場散布圃場

風 飛散した農薬

散布圃場

Ａさんの水稲 Ｂさんのコマツナ

農薬散布するときには
これまで以上に　気をつけましょう！

全農リーフレットより引用

残留農薬のポジティブリスト制度
●食品衛生法が改正され、残留農薬のポジティブリスト制度が平成１８年５月２９日から始まりました。
●この制度では、今まで残留農薬基準値がない農薬にも、０．０１ppmという低い数値が基準値として設定されること
になります。
●この基準値をオーバーしてしまうと、生産物の出荷停止・回収などの対応が求められる可能性があります。
つまり、これまで以上に気をつけなくてはいけないのは……飛散
どんなときに注意が必要？

使用しようとする農薬がまわりの食用作物に登録のない場合

Ａさんは、明日自分の水稲に農薬
を散布します。隣のＢさんの畑には
コマツナが栽培されていて、出荷
時期のようです。Ａさんは以前自分
の散布した農薬が飛散して、隣の
Ｂさんのコマツナの葉に斑点が出
たことがあるので、今度はそのよ
うな心配のない農薬を選んだと
言っています。でも…

Ｂさんには、何か別の
心配があるようです。

（Ａさん）
明日、農薬を散布するよ。
お前さんのコマツナには問題ない
農薬だから、大丈夫だよ。

（Ｂさん）
う～ん。でも、コマツナには登録が
ないしナァ～。農薬のポジティブリ
ストやらが施行されるらしいし…。
心配だな～。収穫しとくかな…？

でも…
心配だな…

注意するから
大丈夫だよ！

！風が強いほど飛散距離は大きくなります
！散布圃場に近い場所ほど飛散量は多くなります
！次の場合は飛散が多くなる傾向があります
　・細かすぎる散布粒子のノズルを使う場合
　・散布圧力を上げすぎる場合

◆散布することをまわりの栽培者に伝え、日頃からコミュニケーションを取るなど、
地域の農業者同士の連絡を密にしておくことが重要です

Ａさんの水稲とＢさんのコマツナのように、ある作物に使おうとする農薬が、その作物のまわり
で栽培されている他の食用作物に登録（適用）がない場合は注意が必要です
　　　　　　　　　　次の場合には特に注意が必要です！
　　　　　　　　　　　◎圃場同士の距離が近いとき
　　　　　　　　　　　◎隣の食用作物の収穫が近づいてきたとき
　　　　　　　　　　　◎飛散が起こりやすい散布方法のとき

また連
絡します

～

ありがと～
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風

散布圃場

対策は？

どこに相談したらいい？

アドバイスしてくれる地域の指導機関

　　　　　　◎都道府県の病害虫防除所
　　　　　　◎都道府県の普及指導センター
　　　　　　◎ＪＡなど地域の農業団体の営農指導員

◆飛散をできるだけ減らすよう工夫して散布しましょう
　また、農薬を散布したら必ず記帳するようにしましょう

◆もし飛散が起こってしまったら、すぐにまわりの栽培者に知らせるとともに
指導機関に相談しましょう

　　散布時に守りたいこと

◎散布量が多くなりすぎないよう気をつけましょう
　→散布は必要最小限の量と区域で行うようにしましょう
◎風の弱い時に風向きに気をつけて散布しましょう
　→風下に別の作物がある時はとくに注意が必要です
◎散布の方向や位置に気をつけて散布しましょう
　→できるだけ作物の近くから、作物だけにかかるよう
散布しましょう

　→圃場の端部での散布は外側から内側に向けて行うよ
うにしましょう

◎細かすぎる散布粒子のノズルは使わないように
し、散布圧力を上げすぎないようにしましょう
　→粒子が細かいほど、圧力を高めるほど飛散しやすく
なります

◎タンクやホースは洗いもれがないようきれいに
洗っておきましょう

　　　こんな対策も有効

◎まわりの作物にも登録のある農薬を使用する
◎飛散しにくい剤型（粒剤等）の農薬を使用
する

◎境界区域では農薬を散布しない
◎まわりの作物をネットやシートなどで遮蔽し
たり一時的に覆う

どこに相談
すればいい
んだろう？

ありがとう。
これからは農薬を選ぶのも難しくなるな～
まだまだ知らないことがたくさんありそうだ
から、これからもよろしく。

農薬の散布は注意して行いましょう。
これからＡさんもＢさんもお互いに連絡を
いままで以上に取り合ってくださいね。

また連
絡します

～
また連

絡します
～

ありがと～
ありがと～

また連
絡します

～

ありがと～

＜本資料についての問い合わせ先＞
　安芸農業振興センター　農業改良普及課
　　〒７８４－０００１　安芸市矢ノ丸１－４－３６　安芸総合庁舎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０８８７－３４－０１３８
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花の庭のキャンドルナイト。ギャラリーでは
ジャズの演奏もお楽しみいただけます。　
同時開催のビアガーデンは要予約
（１８時～２０時　お食事と飲み放題　３５００円）

７月２３日～８月２０日の毎週土曜
　　夜の開園とジャズの夕べ　

モネの庭のフローラルホールでは、
河合昌英写真展「春」を８月１８日まで開催中。
ホール前には新しい撮影スポットとして
小さな庭が完成しました。

　高知県では、平成１５年度に全国で初めて森林環境税を導入し、森林環境の保全をはじめ、県民参加による森づくり
活動や、森林環境教育、シカ被害対策などに同税を活用しています。
　その森林環境税の課税期間が平成２４年度末で満了することから、県では、今後の森林環境税のあり方について、
県民の皆さまと共に考える座談会を下記のとおり開催します。
　座談会では、地域で活躍されている県民の方々による意見交換会やワークショップを行います。当日は、一般参加
の方もご自由に傍聴いただけます。

～森林環境税地域座談会開催のお知らせ～～森林環境税地域座談会開催のお知らせ～～森林環境税地域座談会開催のお知らせ～

日　時：平成２３年７月２９日（金）１８：３０～２０：３０
場　所：田野町ふれあいセンター　
内　容：○第一部　森林環境税のこれまでの取り組み

紹介
　　　　○第二部　地域で活躍されている県民の方々

との意見交換会

　　　　○第三部　地域で活躍されている県民の方々
を交えたワークショップ

　問い合わせ先：高知県林業振興・環境部
　　　　　　　　林業環境政策課　木の文化担当
　　　　　　　　　 ０８８－８２１－４５８６
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テ　ー　マ：ごめん・なはり線沿線にて撮影された写真であること。
サ　イ　ズ：ワイド４つ切り横（254×365）
　　　　　　　※カラー・モノクロは不問。パネル張り、合成加工不可。
応 募 点 数：全２０枚（車内展示可能箇所２０カ所）※２０枚を超える応募があった場合、事前に当社で審査いたします。
作品展示期間：平成２３年８月１日（月）～９月３０日（金）
作品展示車両：ごめん・なはり線 車両内（荷物棚の上の展示可能場所）
応 募 規 定：①応募作品は未発表作品に限ります。
　　　　　　　②応募票に記入の上、作品の裏面に必ず添付してください。
　　　　　　　③応募作品の撮影期間は問いません。
　　　　　　　④プリント出力した上で応募してください。入賞作品にはネガ・ポジ・またはデータを提出していただきます。
審　　　　査：ごめん・なはり線 乗客投票に基づき主催者側で審査いたします。
表 彰 ・ 賞：最優秀賞　1点（賞状・副賞）
　　　　　　　優 秀 賞　2点（賞状・副賞）
　　　　　　　佳　　作　3点（賞状・副賞）
　　　　　　　★応募者全員に参加賞
表　彰　式：平成２３年１０月１４日『鉄道の日イベント内において』
そ　の　他：●応募作品は返却できませんのでご注意ください。
　　　　　　　●応募作品の肖像権やプライバシーの侵害には十分ご注意ください。主催者では責任を負いかねます。（問題が発生し

た場合、責任・解決は応募者において解決してください。土佐くろしお鉄道は一切関与しません。）
　　　　　　　●応募作品の著作権は主催者に帰属します。入賞作品は、主催者のホームページ、パンフレットなどの宣伝媒体に掲載

する場合があります。
　　　　　　　●入賞作品の掲載や作品展では展示作品すべてにお名前と都道府県・市町村名を開示させていただきます。あらかじ

めご了承ください。
　　　　　　　●応募にかかる費用は、応募者の負担となります。
　　　　　　　●これらの条件に反した場合、入賞決定後でも事務局が不適当と判断した場合、入賞の取り消しまたは賞の返還を請

求することがあります。
　　　　　　　●当チラシは当社ホームページ（http://www.tosakuro.co.jp）よりダウンロードできます。

ごめん・なはり線フォトコンテスト応募票
（題　　名）
（撮影場所）
（撮 影 日） 　　　年　　　 月　　　 日
（住　　所）
（氏　　名） 　　　　　　　　　　　　　（電話番号）
（説 明 文）

2011 TOSAKURO

ごめん・なはり線
フォトコンテスト

　平成14 年 7 月 1 日に開通した『ごめん・なはり線』は、南国
市の「後免駅」から奈半利町「奈半利駅」までの42.7 ㌔を 20 駅
で結んでいます。各駅には高知県出身のやなせたかし氏がデザ
インしたキャラクターがあり、『オープンデッキ車両』の運行や、
『阪神タイガース応援列車』など全国的にも珍しい列車が走って
おり、生活路線のみならず観光路線として運行しています。
　小さなお子さまから年配のかたにまで愛される『ごめん・な
はり線』、あなたにしか写せない一枚をぜひこの機会に！

高知東海岸を走る ごめん・なはり線
あなたの一枚が列車内に展示されます！

応募締切応募締切
　
平成２３年７月１５日（金）平成２３年７月１５日（金）
　　　　　　　　　　　　　　　　（必着）必着）

応募締切
　
平成２３年７月１５日（金）
　　　　　　　　（必着）

お問い合わせ先
　
土佐くろしお鉄道株式会社
安芸総合事務所
　　０８８７－３４－８８０５緯
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  ７月 日本脳炎の予防接種を受けましょう

　日本脳炎の予防接種後に重い病気になった
事例があったことをきっかけに、平成17年度か
ら平成21年度まで、日本脳炎の予防接種のご
案内を行いませんでした。
　その後、新たなワクチンが開発され、現在は
日本脳炎の予防接種を通常通り受けることが
できるようになっています。
　今年度は、3歳・4歳のお子さまに加えて、小
学3年生・小学4年生のお子さまにも、日本脳
炎の予防接種のご案内を行っています。

＊平成7年6月1日から平成19年4月1日までの間に生まれた方は、日本脳炎の予防接種が不十分な場合があります。
このため、今まで定期予防接種対象外であった、7歳半以上9歳未満及び13歳以上の年齢に相当していても、希望
すれば1期3回の不足分と2期（1回）の接種が20歳の誕生日前日まで受けることができるようになりました。ただ
し、2期の1回に関しては9歳以上の方が対象です。

　接種を希望される方は中芸広域連合　保健福祉課（38－8212または38－8301）までお問い合わせください。
　
＊接種方法……中芸広域連合が発行した予診票と母子手帳を持参し、事前に予約された県内委託医療機関で接種を
受けてください。

　小学３年生・小学４年生のお子さまがいらっしゃる
保護者の方は、母子健康手帳を確認し、日本脳炎の１
期接種が不足している場合は接種を受けましょう。
　平成22年８月に法令の改正があり、第１期で受ける
３回接種のうち、接種できなかった分を第１期または
第２期の年齢で受けられるようになりました。

★第１期２回接種後、おおむね
１年経過した時期に１回追
加接種

（合計３回）

★第１期の未接種分の回数の接種が可能
　・今まで未接種：のこり３回
　・１回接種　　：のこり２回
　・２回接種　　：のこり１回
★第２期（１回）を接種

３カ月６カ月９カ月 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 ６歳 ７歳 ８歳 ９歳 10歳 11歳 12歳 13歳
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保健衛生・福祉行事予定表
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田中　彰司さん・実紀さんの長女
　る　　な

琉愛ちゃん
（平成22年 2月 25日生）
お父さん、お母さんから一言
「お兄ちゃんと仲よく、元気でやさしい女の子になってください！」

濵渦　洋秀さん・美咲さんの二女
　の　える

 希咲ちゃん
（平成22年 3月 5日生）
お父さん、お母さんから一言
「お兄ちゃん、お姉ちゃんと仲よく元気に育ってください！」

宮田　昇二さん・しのぶさんの二男
　む　さし

武蔵くん
（平成22年 5月 8日生）
お父さん、お母さんから一言
「元気でたくましく育ってください！」

濵渦　公敬さん・真琴さんの長女
こと　は

琴羽ちゃん
（平成22年 5月 5日生）
お父さん、お母さんから一言
「いつも笑顔で！」

1歳になりました1歳になりました1歳になりました1歳になりました


